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講座の解説イメージ：フレームワークで学ぶから、受講後すぐに実践できる！

Next：講座の進め方を説明

考え方の解説
（なぜやるか？）

アプローチの解説
（何をやるか？）

メンバー育成用の解説
（メンバーに、何を・どう伝えるか？）

まずは、 ”リーダーが陥りがちな誤解” に
気づき、変えるところからスタートします。

そのために、「なぜ、このテーマを習得する
必要があるか？」 を解説します。

次に、解決のアプローチをフレームワークの
形で、記載イメージを基に解説します。

要するに、「どんなシーンで・何を意識して・
どう記載すればいいか？」 を解説します。

フレームワークをチームで活用していくために、
指示やフォローの方法も解説します。

メンバーの心情を踏まえて、「どう伝えれば、
メンバーが動けるか？」 を解説します。

「何のために、何をやるか？」 をセットで解説！ “小手先のテクニック” ではなく ”本質的なスキル” の習得を目指します

最重要
ポイント
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講座の進め方解説：何度もアウトプットするから、迷わず実践に移せる！

「解説を聞いて終わり」 ではありません。 “自分の課題” にフレームワークを使うことで、実践の不安を払拭します！

講座の構成（1回あたり180分）

1. 前回課題の共有 ： 30分

2. 導入・ファーストクエスチョン ： 10分

3. 考え方の解説 ： 10分

4. アプローチ１の解説・ワーク ： 50分

5. アプローチ２の解説・ワーク ： 50分

6. 全体ディスカッション ： 25分

7. クロージング（課題の説明） ： 5分

アウトプット１：課題を書き出し、目標を明確にする

「考える ⇒ 書き出す ⇒ 話す」 で、講座が “現場の実践リハーサル” になります

アウトプット４：業務で使うシーンを課題に設定する

アウトプット２：フレームワークを、実際に使ってみる

アウトプット３：気づき・不安を共有、QAで補完する
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